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歴史的都市周辺の住民の地域認識に関する研究 

―郡上八幡小野地区を対象として― 

5207D015-5 沖野 俊介※ 

Shunsuke OKINO 

積極的なまちづくり活動を行う郡上八幡の中心部であるが、人口の空洞化と商業の衰退によって空き家や空き地が見られ、その 

周辺では宅地や施設の開発が行われている。こうした背景をふまえ、郡上八幡の中心部に隣接する小野地区の住民を対象として 

調査を行い、小野地区や中心部に対する意識を把握した。結果、中心部のアイデンティティが小野地区の住民にとっても重要 

であることが分かり、中心部のアイデンティティによって小野地区のアイデンティティが成り立つことが明らかとなった。 
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１．研究の背景・目的                     

近年の都市計画の分野における問題のひとつに中心

市街地の衰退が挙げられる。郊外地域における宅地や大

型商業施設の開発によって、かつての中心市街地は活気

を無くし、今では多くの地方都市においてシャッター通

りが見られる状況となっている。 

こうした問題は全国に残る歴史的な都市においても

例外ではない。本研究の対象地である岐阜県の郡上市八

幡町（以下「郡上八幡」）は、江戸期からの歴史を持つ

城下町である。積極的なまちづくり活動によって、旧市

街地（以下「中心部」）には歴史的な街並みが残されて

いるが、やはり人口の空洞化と商業の衰退によって空き

家や空き地が増え始めており、同時に周辺地域では宅地

や商業施設の開発が起きている。そもそもの背景にはモ

ータリゼーションや通信技術の発達があり、こうした社

会の変化によって人々の住環境に対する意識やライフ

スタイルが変化したことが原因にある。これらはもはや

中心部だけでは対応しきれない問題となっており、問題

の解決のためには、中心部に限らず周辺も含めた広い範

囲での地域のあり方について考えていくべきである。 

以上をふまえ、本研究は郡上八幡中心部に隣接する地

域に着目する。中でも特に住民の増加が見られ、現在で

も増加の傾向にある郡上八幡小野地区が本研究の主対

象である。 

小野地区住民の地域に対する意識に着目し、ヒアリン

グ調査や現地調査、住民との意見交換を通じて、小野地

区住民の生活の実態や、小野地区と中心部それぞれへの

意識を把握することで、住民の意識における現在の中心

部と小野地区の関係性について明らかにし、今後の関係

性についての課題や可能性についての考察を行うこと

が本研究の目的である。 

２．研究の概要                     

2.1 研究の位置づけ 

都市計画の分野で多く取り上げられているこれらの

問題であるが、現状をふまえて、歴史的な街並みの残

る中心部だけでなく、開発の行われている周辺地域を

対象として研究を行うこと、そして広域での地域のあ

り方について考えていくことに本研究の意義があると

考えている。本研究の対象地である小野地区では、

2006年にアンケートを行い、生活における行動や地域

に対する意識についての把握を行った。また松崎は、

現地調査から小野地区の建物を一軒ごとに整理し、調

査結果を GIS により地図上に表示することで小野の街

並みについての考察を行っている。本研究ではそれら

過去の研究の整理し実態を把握した上で、ヒアリング

調査等を行い、より詳細な住民それぞれの地域への意

識について明らかにしていく。 

 

2.2  研究の流れ 

 本研究の流れは以下の通りである。         

1) 過去に小野地区を対象に行ったアンケート調査、街

並み調査および追加調査から小野地区の現況、実態を把

握し、それをふまえて仮説を立てる。 

2) 小野地区住民を対象にヒアリング調査を行い、住民

の生活の様子について把握する。 

3) 住民を対象に、それまでの調査結果の報告会を行い、

住民の反応や意見について把握する。 

4) 複数の住民を対象としてヒアリングを行い、中心部

に対する意識について把握する。 

5) 以上 1)～4)をふまえ、仮説を検証することで、現在

の小野地区と中心部の関係性について明らかにし、今後

の関係性についての考察を行う。 
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３．対象地の概要                      

3.1 対象地の位置関係 

郡上八幡は、岐阜県のほぼ中央に位置する。東西お

よび北の三方を山に囲まれており、土地利用のほとんど

は森林である。また、西側には長良川が、まちの中央に

は吉田川が流れる。本研究の対象である小野は中心部の

東側に隣接し、八幡町内では珍しく広く良好な平地を有

する地域である。その位置関係を図 3.1 に示す。 

 

図 3.1 対象地の位置関係 

3.2  中心部の変遷  

近世から城下町としての歴史を持つ郡上八幡の中心

部には、現在でもその歴史的な街並みが残っており、積

極的なまちづくり活動が行われている。近年は、国の重

要無形文化財にも認定されている『郡上踊り』も人気で

『水と踊りのまち』として親しまれ、観光地としての賑

わいを見せている。 

かつての中心部は、八幡町内の住民の生活の拠点であ

り、買い物など様々な目的で周辺地域の住民が利用して

いた。しかし、現在では人口の空洞化と商業の衰退によ

って空き家が見られる状況となっており、平成

13(2001)年には八幡町が行った『八幡市街地空家現況

調査』では、およそ 1200 軒の住居の内、207 軒の空

き家が確認されており、その街並みの喪失が危ぶまれて

いる。 

 

3.3  小野地区の変遷   

小野は八幡の地域の中では土地が広く日照も良いこ

とから、古くからその地勢を活かして農業が営まれてい

た。作物が良く育ち、郡上踊りの歌詞に「五町大根に小

野茄子」とある様に、立派な作物が採れた様である。昭

和初期の小野地区には約 70戸の住居しか無く、田や畑

がほとんどであった。 

しかし、大正期に起きた中心部での大火の経験や、鉄

道の開通、国道の改良により交通の便が発達したことか

ら、戦後から中心部や周辺地域から小野地区へ移り住む

人が増え始めたため、良好な住宅地の形成に向けて小野

をはじめ、その他に五町地区、中坪地区において区画整

理事業が行われた。中心部に隣接するこれらの地域はい

ずれも農村集落であったが、区画整理により住宅地とし

ての面的整備が行われたことで事業施行以降さらに人

口を増やしていくことになる。こうした流れを経て小野

地区は八幡町における新興住宅地として位置づけられ

る様になった。小野地区の人口は、八幡町全体で人口が

減少している現在においても、増加の傾向を見せている。 

 

４．現況からの仮説                    

4.1 アンケート結果の整理 

小野地区住民の平均の家族像や生活像について把握

するために、平成 18（2006）年に行ったアンケート調

査の結果について整理する。 

小野地区住民の以前の居住地について見てみると、現

在小野地区に住む 8 割の世帯が他の地域から移り住ん

でおり、その半数が中心部から来たことが分かる。また、

八幡町の近郊から小野に移り住んだ人も多く見られる。

図 4.1 にその内訳を示す。 
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中心部 その他八幡町内 八幡町外 不明

 
図 4.1 小野地区住民の以前の居住地 

 次に、小野地区の住民の生活行動を把握する。アンケ

ート結果をもとに、「勤務地」「日用品など生活必需品の

買い物先」「衣料・電化製品などの買い物先」「休日の訪

問先」について把握した。回答者に高齢者や主婦が多か

ったため、他と比べ「勤務地」に対する回答数は少ない

が、参考としてここに示す。（図 4.2、表 4.1） 

図 4.2 小野地区住民の生活行動 

表 4.1  回答の内訳 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

休日の訪問先

衣料などの買い物先

日用品の買い物先

勤務地

中心部 小野 その他八幡町内 他町 他市

勤務地 日用品の買い物先 衣料などの買い物先 休日の訪問先

中心部 10 24 40 16
小野 11 253 28 14

その他八幡町内 15 7 66 4
他町 5 32 52 31
他市 8 18 68 91
合計 49 334 254 156

目的地
回答数
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 結果を見ると、生活に

おける行動が広範囲に

渡り、様々な地域を訪れ

ているのと同時に、中心

部はあまり利用されな

くなっていることが分

かる。中心部に仕事を持

ち、勤務地としている人

は多いが、買い物の際に

はあまり利用されてい

ない。かつては八幡町一

帯の住民の生活の拠点

として賑わいをみせた中心部であるが、今ではその利用

頻度も下がってきており、そしてそれは中心部の商店の

衰退にもつながっている。 

他にこのアンケートでは、小野地区の住民は、「郡上

踊り」にもあまり参加しないこと、小野地区を住環境と

して高い評価をしていることなどが分かっている。また、

今後の地区への要望には多様な結果が得られたが、世代

によって地域への意識に違いがあることが分かった。 

 

4.2  街並み調査結果の整理 

次に、小野地区における街並み調査結果について整理

する。既存の建物調査結果に合わせ、小野地区に多く現

存する農地について今回追加調査を行い、小野地区の街

並みについての把握を行った。その特徴について述べる。 

1)小野地区の住居タイプ 

ファサードの整った町屋造りの住居が並ぶ中心部と

は異なり、小野地区には様々なタイプの住居がある。 

この地域では珍しく、広く平坦な土地があるため、間口

の向きも様々で、庭付きの一戸建てがほとんどである。

その分植栽が豊富な住居が多く、駐車スペースも確保さ

れている。区画整理以降徐々に住居を増やしてきたため、

建設年代も様々で、伝統的な和風の住居から、近年では

ハウスメーカーによる住居も見られるようになった。 

図 4.4 小野地区の住居タイプ 

2)小野地区の農地と水路 

農村集落から、今では新興住宅地と位置づけられる程

に住居の増えた小野地区であるが、現在でも各所に農地

は残っている。勾配のある北側には畑、勾配のあまりな

い南側には田が多く残っており、現在でも趣味や自己消

費を目的として一部の住民が農業を営んでいる。しかし、

その状態は様々であり、管理が行き届き豊富な植物が栽

培されているものから、荒れ地や空き地になったもの、

駐車場に変わったものもある。（図 4.5） 

また、小野地区には中心部同様水路が通っている。し

かし、区画整理に合せて多くの部分が暗渠化され、今で

は防火用水として用いられる他は生活で用いられるこ

とも少なくなった。 

図 4.5 小野地区の農地の分布図 

4.3 現況からの仮説 

以上の現況の把握から考えられる小野地区住民の意

識として、次の様な仮説を立てた。 

仮説１：小野地区の住民は、あまり中心部に買い物には

行かず、郡上踊りにもあまり参加しない。中心部の活動

や現状には興味がないのではないか。 

仮説２：中心部のそれとは異なり、小野地区の建物のタ

イプはばらばらである。また、様々な世代の住民がおり、

地域への要望にも違いがある。住民のつながりは中心部

よりも希薄で、まとまりがないのではないか。 

仮説３：小野地区は、現在人口が増加の傾向にあると同

時に、農地の荒廃や水路の暗渠化も起きている。以前の

街並みとは大きく変化しており、まちづくりなどの活動

を行うにしても今後の方向性は不透明なのではないか。 

 現在の小野地区住民の意識に基づいた、小野地区と中

心部の関係性について明らかにするためには、これらの

仮説を検証していく必要がある。 

 以上をふまえ、アンケートなどでは分からない詳細な

住民の意識について把握するために、面接方式のヒアリ

ングなどの調査を行った。 

図 4.3「衣料品などの買い物先」

0 3 km
岐阜市

関市

大和町

五町 中心部

小野
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５．住民意識調査                            

5.1  調査の概要  

 仮説を検証するために、小野地区の住民を対象に、生

活の実態や、小野地区と中心部それぞれへの意識に対す

る調査を行った。調査の方法は、個人へのヒアリング、

報告会および意見交換、そして集団ヒアリングの 3 つ

に分かれる。 

 

5.2 個人へのヒアリング調査 

 生活の実態や地域への意識について詳細に把握する

ため、面接方式による個人へのヒアリング調査を行った。

概要について表 5.1 に、対象者の属性について表 5.2 に

示す。 

表 5.1  ヒアリング調査概要 

日時 2008.9.4～9.11
時間 約1時間

対象者数 6名

調査内容
生活の様子、近所付き合い、地域への要望

引っ越してきた時の思い出・印象など  
表 5.2 対象者概要 

性別 年齢 職業 居住歴

A 男性 70代 自営業
B 男性 60代 公民館長
C 女性 60代 自営業他
D 男性 50代 自営業
E 男性 40代 自営業
F 女性 40～50代 PTA他 中心部・関市など

以前の居住地

（生まれから小野）
福井県

約70年
約40年
約35年
約30年
約 5年
約10年

中心部
東京・岐阜など

中心部

 
 

調査を通じて、住環境への満足感や、近所付き合い、

地域内活動に特徴があることが明らかになった。次にそ

の特徴について示す。 

 

 

1)小野地区の住環境 

ヒアリングを行った住民全員から、住環境に関しては

非常に満足しているということを聞くことができた。そ

の理由には、農地や植栽、そして地区内にある公園など

緑が豊富であること、敷地が広いので車を敷地内に置く

ことができること、大型のスーパーが地区内にあり容易

に用を足せること、などがあった。緑や立地などの快適

性や、容易に車で移動ができ、用を足すことができる利

便性は中心部とは異なる小野での生活の特徴である。 

また、他の地域から来た人からも同様の意見を聞くこ

とができたが、他にも、城や川があることや川の水がき

れいであることが小野に来た当時の印象としてあった

様である。小野地区からも眺めることのできる城や川は、

中心部の歴史的な資源であると同時に、小野地区住民に

とっても貴重な資源となっている。 

2)近所付き合い 

中心部では、住居が密集していることもあり近隣との

強い連帯意識がある。それに対して小野地区は、中心部

ほどの連帯意識はない様であるが、「干渉しすぎない、

あっさりした人間関係」や「いざというときは支え合え

る関係」が成り立っている。住民はそうした関係に満足

しており、特に若い世代の人の満足度は大きい。しかし

同時に、「小野では家に鍵をかける」という様に現在の

関係を不安視する意見も挙げられた。 

 

図 5.1 ヒアリングから得た小野地区の特徴（アルファベットは表 5.2 に対応） 
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3)地域内活動 

 様々な世代が住む小

野地区では、文化部、体

育振興部、青少年育成委

員という 3 つの部を軸

にした地域内の活動が盛んに行われている。（表 5.3）         

主催となる部の代表者や各行事に関係する人が集ま

り実行委員会を立ち上げ、行事が実施される。 

 

図 5.2 小野地区の運動会の様子 

 子供から高齢者まで、それぞれの世代が主体となった

活動が行われており、またその活動の実施までにも多く

の人が関わる。様々な場面で住民間の交流が図られるこ

とで、地区全体の活性化につながり、新しく引越して来

た人が地域に溶け込む機会にもなっている。 

こうした活動は、様々属性の人が住む小野地区が 1

つにまとまるために行われていることであり、実際に活

動を通じて団結できることに住民は誇りを感じている。 

  

5.2 報告会の実施 

 次に、小野地区住民を対象として今までの調査結果の

報告会を行った。今までの調査結果の報告を通じて、小

野地区の現状を住民の方に知ってもらい、その反応や意

見を把握することで、住民の地域に対する意識を明らか

にすることがこの報告会の目的である。 

2008 年 11 月 8日に小野公民館で行った。報告会の

概要を表 5.4 に示す。報告項目は、これまでに行った、

アンケート調査結果、街並み調査結果、ヒアリング調査

結果の 3つに分かれる。 

表 5.4 報告会概要

 
 

当日の様子を図 5.3 に示す。調査結果をみての住民の

反応を把握するために、各項目の報告後に旗上げゲーム

を行い、簡単な意見交換を行った。次にそれを示す。 

図 5.3 報告会の様子 

1)アンケート調査結果を見ての反応 

結果報告後に右図の様な

質問を行った。結果、報告に

対しては、「思っていた感じ

と大体同じ」や「全く同じ」

といった反応がほとんどで

あった。調査結果を見て新た

に気づいたことはほとんど無かった様である。このこと

から、「現在の生活に満足していること」など、アンケ

ート調査結果が住民の抱いている意識であることが確

かめられた。また、地域への要望や中心部を訪れる頻度

など、住民間での意識のばらつきに関しても、住民は理

解していることが分かった。 

2)街並み調査結果を見ての反応 

街並み調査の結果報告の後にも同様の質問を行った

が、やはり「思っていたことと大体同じ」や「全く同じ」

といった反応が多かった。荒地が増えてきていることや、

以前は利用されていた水路が現在では暗渠化され利用

もされなくなっている現状に対しても認識しているこ

とが分かるが、それと同時に、そうした現状に何の対策

もしておらず、危機感を抱いていないともいえる。 

3)まちづくりへの意識 

 ヒアリング調査の報告

後には、まとめとして右図

の様な質問を行った。現状

を知った上で、今後住民が、

まちづくりなどの活動を

やるべきかと感じたかを知るためである。結果は、「と

てもそう思う」「ややそう思う」が多かった。意見を聞

くと、「今のコミュニティを維持するためのまちづくり

が必要」だという意見や、「防災・防犯のまちづくりが

必要」といった意見を聞くことが出来た。中心部とは異

なるコミュニティを築きあげてきた小野地区では、それ

を維持し、さらにまとまっていくための活動が必要と考

えている。しかし荒地や多様な形式の住居など現状の景

観に対して何かをしていこうという意見はなかった。 

日時

場所

参加者数

主旨 内容 所要時間

はじめに 5分

アンケート調査結果報告 住民の方々のまちへの意識や行動についての調査の結果を報告します。 10分

街並み調査結果報告 小野の街並みや移り変りについての報告を行います。 10分

ヒアリング調査結果報告 住民の方ひとりひとりのまちへの意識や思い出について、紹介します。 10分

旗揚げゲーム
報告を通じての意見や感想などを把握し、参加された方々と
「小野ってどんなトコロ？」かを考えていきます。

25分

2008年11月8日　18:00～19:00

小野公民館

15名

アンケート調査結果
・生活の際の行動範囲が広がっていること
・小野の自然環境に対する評価が高いこと
・便利で快適なまちだと感じていること
・小野地区への要望は人それぞれで多様であり、世代によって異なること
・中心部を訪れる頻度、郡上踊りに参加する頻度についても人それぞれで多様である

街並み調査結果
・中心部とは異なる街並みが見られること
・水路は暗渠化され、以前と比べあまり利用されなくなったこと
・農地は今も多いが、荒地も出来始めていること

ヒアリング調査結果
・小野地区の活動は盛んで、その良好なコミュニティが形成されていること

図 5.4 質問項目

思っていた感じと比べて・・

１ 全然違った！

２ やや違った！

３ 大体同じ。

４ 全く同じ。思った通り

表 5.3 地域内活動の内容

主催 主な活動 対象者

敬老会 75才以上

女性の会 女性

体育部 運動会 全住民

BBQ 子供

神楽 子供
青少年育成委員

文化部

図 5.5 質問項目 

これからの小野のまちの未来
について考えたとき、

まちづくり活動が必要だと思いますか？

１ とてもそう思う！

２ ややそう思う！

３ あまりそう思わない。

４ 全くそう思わない。
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5.3  集団ヒアリングの実施 

 2008 年 12 月 2日に、小野地区の住民複数を対象と

してヒアリングを行った。小野地区の住民が中心部の現

状をどの程度認識し、どの様に捉えているのかを明らか

にすることが目的である。1人 1人ではなく複数の住民

を対象として行ったのは、同時に大量の情報を得るため

だけでなく、例えば、他の人の話を聞いて何かを思い出

す、といった相乗の効果を期待したためである。 

はじめに中心部を訪れる頻度や目的について把握す

るために、旗揚げゲームを行った。次に「中心部の良い

所、悪い所」および「今後中心部にはどうなっていって

欲しいか」について、それぞれポストイットに記入して

もらった後、1人 1人に対してその内容についての質問

を行った。 

表 5.6 集団ヒアリング概要 

 

参加者は、協力頂いた

市役所の方 3 名を合わ

せ計 12名であった。参

加者の属性を表 5.7 に

示し、また、当日の様子

を図 5.4 に示す。 

 

 

 
図 5.4  集団ヒアリングの様子 

1)中心部を訪れる頻度 

この項目に関しては、著

者の行った過去のアンケ

ート調査でも把握を試み

ているが、その回答は多様

であり、傾向を見出すこと

は出来なかった。ここで、旗揚げゲームを通じて、今回

の参加者の中心部を訪れる頻度について改めて把握し

た上で、それぞれがどういう目的で中心部を訪れている

のかを明らかにした。質問項目を図 6.3 に示す。 

やはり、中心部を訪れる頻度は人それぞれであり、「ほ

ぼ毎日」訪れる人から「1ヶ月に 1,2 回程度」訪れる人

まで多様であったが「4」の回答の人は見られなかった。 

回答をもとに、中心部に訪れる際の目的についてそれ

ぞれ話を聞いたところ、毎日中心部を訪れる人は「今の

仕事の関係」や「朝の散歩」など習慣的に訪れているこ

とが分かった。次に、週に 1,2 回程度中心部を訪れる人

は「中心部にいる友人に会いに行く」、「中心部の喫茶店

に行く」という目的で訪れている。1ヶ月に 1,2 回程度

の人にも、同様に「喫茶店に行く」という人もいたが、

他に「買い物には良く出かけるが、中心部は品が揃って

いないので、よそのまちにいく」という人もいた。1ヶ

月に 1,2 回程度の人と答えた人は、他の人の様に明確な

目的があるわけではなく、「ほとんどいかないが、たま

には行く」程度である。 

2)小野地区住民の考える「中心部の良い所」 

中心部の歴史的な面に対する評価と、生活の場として

の評価の 2 つに大別された。特に良い所には、歴史的

な面に対する評価が多く、「城下町らしさが残っている」、

「街並みがきれいである」といった意見や、「水路や水

がきれい」といった意見があり、全国的に有名な「郡上

八幡」という地域への高い評価があった。生活の場とし

ては、コンパクトに様々な施設がまとまっているため、

「人と出会える場所がある」ことや「買い物を容易に済

ませられる」といった意見が良い所として挙げられた。 

3)小野地区住民の考える「中心部の悪い所」 

「中心部の悪い所」に関しても「良い所」と同様の 2

つに大別された。こちらは生活の場としての評価が多く、

品揃えが少ないことや、駐車場が少ない所など、買い物

などの生活行動の中での不満や、あるいは「生活空間と

しては快適ではない」「小野と違って公園が無い」など

の評価があった。現在の小野での生活と対比させた上で

の、中心部での不便だった面への評価がうかがえる。 

歴史的な面では、古くからの街並みが失われて始めて

いることに対する意見が多く、具体的に「あそこの店が

無くなった」など、現状を認識していることが分かった。 

4)今後の中心部に対する提案 

この質問に対しては、現在不満の不満を解消する提案

や、現在良いと感じている中心部の魅力をより引き出す

ための提案が多かった。また、歴史面、生活面に関する

提案だけでなく、小野地区を一体とした中心への提案も

得られた。具体的には、「中心部を商業・観光地とし、

小野地区を、それを支える居住地として整備する」とい

った地域を一体とした計画の提案や、個人レベルで何か

をしていこうという働きかけなどである。 

日時

場所

参加者数

主旨 内容 所要時間

はじめに 5分

前回の報告 前回の報告会の結果についての報告を行います。 5分

生活の中での中心部との関わり旗揚げゲームから、中心部を訪れる際の目的などについてうかがいます。 10分

「中心部の良い所・悪い所」
それぞれの項目についてポストイットに記入して頂いた上で、住民の皆
様の意見をうかがいます。

40分

「中心部は今後どうなって
いって欲しいか」

項目についてポストイットに記入して頂いた上、意見をうかがいます。 30分

12名

2008年12月2日　19:30～21:00

小野公民館

表 5.7 参加者の属性
住所

A 女性 女性の会 小野1丁目

B 男性 自営業他 小野2丁目

C 男性 建設業 小野2丁目

D 男性 公民館運営他 小野2丁目

E 男性 地区長 小野2丁目

F 男性 地区長 小野3丁目

G 女性 自営業他 小野4丁目

H 男性 地区長 小野6丁目

I 男性 公民館運営他 小野6丁目

a 男性 市役所 -

b 男性 市役所 -

c 女性 市役所 -

属性

ほぼ毎日

週に１，２回程度

１ヶ月に１，２回程度

それ以下

１

２

３

４

八幡のまちなかを訪れる頻度

図 5.6  質問項目 
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６．小野地区と中心部の関係性                  

6.1 仮説の検証 

 住民意識調査の結果をふまえ、仮説を検証していく。 

1)仮設１の検証 

 個人および集団へのヒアリング調査を通じて、小野地

区住民の中心部への強い意識を感じ取ることが出来た。 

中心部の持つ歴史的な資源を高く評価し、今後も維持さ

れて欲しいと考えており、空き家や商店の衰退によって

そうした資源が失われている現状についても認識して

いる。そうした現状に対して危機感を抱いてはいるが、

よそに買い物に行くなど、実際の生活ではあまり利用し

なくなっているというのも事実である。 

2)仮設 2の検証 

 ヒアリングおよび報告会から、中心部同様、小野地区

にも地域のまとまりがあることが分かった。近隣の住民

との強い連帯意識がある中心部と比べると、小野地区の

近所付き合いは希薄であるが、「干渉しすぎないあっさ

りした関係」がある。また、地域全体がまとまるために

様々な活動が行われており、中心部では高齢化によって

行えなくなった運動会も、小野地区では多くの住民が参

加し賑わいを見せている。こうした、中心部とは異なる

地域のまとまりの形に住民は満足し、誇りを持っている。 

 様々なタイプの住居があることに関しても「広く自由

な家が作れる」という認識で、満足につながっている。

図 5.7 小野地区住民の中心部への意見（アルファベットは表 5.7 に対応） 
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3)仮設 3の検証 

 2)に示す様に、小野地区では、様々な活動を通じて住

民間のまとまりがある。そうした中で、今後まちづくり

などの活動を行う必要性を住民は感じており、また行う

つもりであることも報告会を通じて聞くことができた。 

 今後を考える上で住民が重要視していたのは、今ある

コミュニティをいかにして維持していくかであり、その

ためのまちづくり活動が必要だと考えていた。しかし、

農地の荒廃や水路の暗渠化など、小野地区の街並みの現

状に対しては、認識はしているものの問題視はしていな

い様であった。 

 

6.2 現在の小野地区と中心部の関係性 

小野地区の住民のほとんどが現在の生活に満足して

いるが、その背景には、多くの住民の以前の居住地であ

る中心部と比べて良い住環境が整っているということ

がある。調査を行ってきた中で感じとれたこととして

「中心部と比べて」という強い意識があった。実際に小

野地区には、広い宅地や豊かな緑など、中心部と比べて

良好な住環境が整っており、そしてそれは区画整理以降

に小野地区の住民によって形成されてきたものである。

小野地区の住民には、歴史的な街並みなど、中心部の持

つ明快なアイデンティティに対する認識があり、その中

心部と比べて、良い住環境があるということが小野地区

住民の誇りである。つまり、歴史的な都市である中心部

と小野地区とを比較することで小野地区のアイデンテ

ィティが生まれ、成り立っているといえる。 

小野地区住民の生活行動は広域化し、中心部は買い物

などにはあまり利用されなくなった。それによって中心

部への意識が希薄になったととらえられがちであるが、

郡上八幡とは全く異なる特徴を持つ関市や岐阜市とい

った他都市や、似た特徴を持ちながら全く異なる様相を

見せる白鳥町などの他の町を訪れており、そうして他の

地域の現状を知ることが、郡上八幡の現状に対する発見

や意識の変化にもつながる。他の地域と比較することが、

郡上八幡の住民としての認識につながると考えられる。 

つまり小野地区は、歴史的な都市である郡上八幡とい

う地域に属するというアイデンティティと、その中で中

心部と区別することによって生まれる小野地区特有の

アイデンティティを有しているといえる。いずれにして

も、中心部の歴史的な面が維持されることは小野地区に

とって重要なことである。そして、こうした異なる特性

の地域が隣り合っていることが、現在の互いの地域の魅

力なのではないだろうか。 

 

6.3 今後のそれぞれの関係性について 

現在の関係性をふまえ、今後の小野地区と中心部現在

の関係性について考えると、それぞれの地域の今ある特

徴を活かしていくことが重要になる。しかし、現状とし

ては中心部の衰退は依然増加の傾向にあり、小野地区に

おいても居住者の増加が続き、農地が年々失われている。

これらは、将来的には中心部の歴史的な面の喪失や小野

地区の今ある郊外の趣の喪失を引き起こし、相互のアイ

デンティティの喪失につながる。現在の関係性において、

小野地区は中心部からの刺激を受け成り立っているが、

今後の相互のより良い関係性のためには、小野の住民が

自分の住む小野地区のために何か対策を行っていくこ

とや、あるいは小野地区から中心部へ何らかの働きかけ

を行うことも必要なのではないだろうか。 

そのためには、今後行われようとしている小野地区の

住民によるまちづくり活動において、農地や緑といった

現在の小野地区の特徴である自然環境の維持にも目を

向けていく必要があり、また、個人単位で、植栽や塀な

どから働きかけていくことも有効かもしれない。 

 

７．今後の課題                      

 本研究では、小野地区の住民の意識に着目し、小野地

区と中心部の関係性について明らかにし、今後の関係性

についての考察、提案を行った。 

 しかし、本研究で得られた知見は、郡上八幡という地

域の広域でのあり方について考えるための一部分であ

る。今後は小野地区に限らず、同様に中心部に隣接する

地域である五町地区や中坪地区などにも着目していく

必要があり、また、中心部の住民の意識についても見て

いく必要がある。 
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